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ヘッドライン　化学/材料も競う東京オリンピック・ 
パラリンピック

　2021 年の夏に東京オリンピック・パラリンピックが開催される予定である。主役は世界
各国から参加して競い合う選手たちであるが，その戦いの場をより高度に，楽しめるものと
するためにいろいろな技術・材料の開発や医学的視点でのサポートがなされている。選手が
身に付けるウェア，シューズ，道具（含義手・義足）をはじめ，さまざまな素材，技術がオ
リンピック・パラリンピックの中で競い合っている。さらに，科学的なトレーニング，ス
ポーツ障害の防止等の研究が東京オリンピック・パラリンピックを支えている。スポーツと
化学/材料の関わりの視点と医学的視点から興味あるテーマを 3課題選出し，そのポイント
を平易に解説して頂く。
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次号ヘッドライン 第 27回化学教育フォーラム「観察，実験を位
置づけた授業実践ができる教員の育成」

　琉球大学は 7学部 8研究科を擁する沖縄にある国立大学です。2020 年には創立
70 周年を迎えました。
　本学では，JST が支援する科学教育プログラムである小中学生対象の「琉大ハ
カセ塾」，高校生対象の「琉大カガク院」，女子中高生が主対象の「琉球リケジョ」
を実施し，理系分野の面白さを多様な子どもたちに伝えています。JST のこの 3
事業に同時に採択されているのは全国でも琉球大学だけです。

表紙の言葉　琉球大学


